弁護士　弁理士　石角完爾のファイルから

　「１７０兆円という国民の個人資産の行方」というメルマガに対し、ある公務員の方から反論が来ました。

　「路線価は公示価格の８０％ぐらいと決められている。公示価格は公正に決められている。行政の恣意性はない」というものです。本当に公示価格は公正に決められているのでしょうか？　公示価格は近隣の取引事例を参考にして決められていますが、この「近隣」というのが曲者です。そして、決めているという不動産鑑定士の選定は実は課税当局がやっているのです。どんな鑑定士さんが選定されているのでしょうか。皆様ご存知ですか？

　国民の知らないところで貴方の相続税の対象となる土地の公示価格が課税当局によって決められている。相続税を支払うために売ろうとしても相続税評価額以下でしか売れない、ということが多いのです。しかし相続税は評価額に従って計算される。それを裁判所で争ってもまず勝ち目はない、というのが現実です。
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